
鶴
岡
市
議
会
３
月
定
例

会
で
設
置
さ
れ
た
「
人
口

減
少
・
地
域
活
性
化
対
策

特
別
委
員
会
」
（
本
間
新

兵
衛
委
員
長
、
他
委
員
９

人
）
の
第
２
回
委
員
会
が

６
月

日
開
か
れ
、
市
当

29

局
か
ら
人
口
減
少
の
実
態

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま

し
た
。

温
海
・
朝
日
の
人
口
減

少
特
に
大
き
く

鶴
岡
市
の
人
口
は
２
０

０
２
（
平
成

)

年
度
以

14

降
、
毎
年
度
１
０
０
０
人

を
超
え
る
減
少
と
な
り
、

推
計
で
は
年
間
で
１
４
０

０
人
が
減
少
す
る
見
込
み

で
あ
る
こ
と
、

地
域
別
で
は
表
の
と
お

り
温
海
・
朝
日
地
域
の
減

少
が
特
に
大
き
く
、
旧
町

村
が
減
少
傾
向
が
拡
大
し

て
い
ま
す
。

年
少
人
口
は
２
０
１
０

(

平
成

)

年
の
約
１
万
８

22

０
０
０
人
か
ら
２
０
４
０

(

平
成

)

年
に
は
約
９
０

52

０
０
人
ま
で
半
減
す
る
見

込
み
で
す
。

自
然
動
態
は
マ
イ
ナ
ス

で
推
移
し
、
死
亡
者
数
の

増
加
と
出
生
数
の
減
少
が

同
時
に
進
行
し
、
マ
イ
ナ

ス
幅
が
拡
大
傾
向
に
あ
り

ま
す
。

社
会
動
態
は
一
貫
し
て

転
出
超
過
と
な
っ
て
お
り

近
年
は
５
０
０
人
程
度
の

マ
イ
ナ
ス
で
す
。

～

歳
の
若
年
層
の

16

25

転
出
超
過
は
年
間
に
約
６

０
０
人
で
、
県
外
へ
の
人

口
流
出
が
社
会
動
態
に
お

け
る
主
な
マ
イ
ナ
ス
要
因

と
な
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
出
生
数
は
１

０
０
０
人
を
割
り
込
み
、

一
方
高
齢
化
率
は
平
成
22

年
度
の

・
７
％
か
ら
平

28

成

年
に
は

・
２
％
に

52

40

推
移
す
る
と
見
ら
れ
て
い

ま
す
。

出
産
適
齢
女
性
人
口

年
で

％
減

30

35

～

歳
の
出
産
適
齢

20

39

女
性
人
口
は
こ
の

年
間

30

で
約

％
減
少
し
、
朝
日

35

・
温
海
地
域
で
は
半
分
以

下
に
な
っ
て
い
ま
す
（
朝

日
△

・
２
％
、
温
海
△

53
・
４
％
）。

65
婚
姻
数
は
緩
や
か
な
減

少
傾
向
に
あ
り
、
平
成
24

年
は

年
前
と
比
較
し
て

10

約
２
割
減
少
し
ま
し
た
。

平
均
初
婚
年
齢
は
男
女

と
も
一
貫
し
て
上
昇
し
晩

婚
化
の
傾
向
で
す
（
男
30

・
６
歳
、
女

・
１
歳
）
。

29

未
婚
割
合
は
男
性
が
40

歳
台
前
半
で
約

％
な
ど

29

年
間
で

ポ
イ
ン
ト
程

10

10

度
上
昇
し
、
女
性
は

～
35

歳
の
未
婚
率
が
著
し
く

44上
昇
し
て
い
ま
す
（

歳
30

台
後
半
９
・
６
％
が

・
18

２
％
へ
、

歳
台
前
半
５

40

％
が

・
７
へ
）。

12
市
で
は
、こ
う
し
た
「
人

口
の
現
状
分
析
」
を
お
こ

な
い
、「
将
来
推
計
人
口
」

を
も
と
に
諸
課
題
を
整
理

し
、「
人
口
の
将
来
展
望
」

を
明
ら
か
に
す
る
「
鶴
岡

市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
（
８

月
中
策
定
）
を
策
定
す
る

と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
基
礎
デ
ー
タ

は
、
国
の
「
ま
ち
・
ひ
と

・
し
ご
と
創
生
法
」
の
施

行
を
受
け
、
人
口
減
少
の

克
服
を
図
る
「
鶴
岡
市
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
」
（

月
中
策

10

定
）
を
策
定
す
る
上
で
重

要
な
位
置
づ
け
に
あ
る
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

温
海
は
世
帯
数
減
少

激
し
く

特
別
委
員
会
で
は
、
特

に
人
口
減
少
が
大
き
い
温

海
、
朝
日
地
域
の
実
情
に

つ
い
て
各
庁
舎
か
ら
説
明

を
受
け
ま
し
た
。

温
海
地
域
の
人
口
の
ピ

ー
ク
は
１
９
５
０
（
昭
和

）
年
の
２
万
４
１
８
５

25年
で
、
そ
の
後

年
間
で

30

１
万
４
０
５
１
人
（
１
９

８
０
年
）に
ま
で
減
少
し
、

減
少
率
は

％
に
の
ぼ
り

58

ま
し
た
。

昭
和

年
の
田
川
炭
鉱

35

の
閉
鎖
に
伴
う
特
殊
要
因

の
他
、
雪
の
多
さ
や
交
通

の
便
に
よ
る
転
出
、
地
域

産
業
の
不
振
に
よ
る
就
労

機
会
の
少
な
さ
が
大
き
な

要
因
と
見
ら
れ
て
い
ま

す
。平

成

年
の
温
海
高
校

24

の
閉
校
の
影
響
も
あ
り
、

交
通
の
便
で
は
日
本
海
沿

岸
道
あ
つ
み
温
泉
Ｉ
Ｃ
開

通
ま
で
「
待
て
な
か
っ
た
」

と
見
ら
れ
ま
す
。

（
２
面
に
つ
づ
く
）
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■鶴岡市における地域別人口推移（平成17年度合併時/平成26年度末比較）

地域区分
平成17年度 平成26年度末 H17.10～H26末増減

10月末 人口比率 人口比率 人数 ％

鶴岡地域 98,419 68.35% 92,918 70.23% -5,501 -5.59%

第一学区 10,599 7.36% 10,591 8.00% -8 -0.08%

第二学区 7,979 5.54% 7,672 5.80% -307 -3.85%

第三学区 13,213 9.18% 12,705 9.60% -508 -3.84%

第四学区 10,241 7.11% 9,535 7.21% -706 -6.89%

第五学区 9,100 6.32% 8,808 6.66% -292 -3.21%

第六学区 12,104 8.41% 11,842 8.95% -262 -2.16%

学区計 63,236 43.92% 61,153 46.22% -2,083 -3.29%

斎 2,179 1.51% 2,134 1.61% -45 -2.07%

黄金 2,324 1.61% 1,939 1.47% -385 -16.57%

湯田川 1,277 0.89% 1,154 0.87% -123 -9.63%

大泉 4,203 2.92% 4,274 3.23% 71 1.69%

京田 1,714 1.19% 1,793 1.36% 79 4.61%

栄 1,114 0.77% 957 0.72% -157 -14.09%

田川 1,079 0.75% 910 0.69% -169 -15.66%

上郷 2,692 1.87% 2,354 1.78% -338 -12.56%

三瀬 1,776 1.23% 1,482 1.12% -294 -16.55%

由良 1,316 0.91% 1,119 0.85% -197 -14.97%

小堅 1,091 0.76% 823 0.62% -268 -24.56%

加茂 1,550 1.08% 1,206 0.91% -344 -22.19%

湯野浜 1,619 1.12% 1,354 1.02% -265 -16.37%

大山 7,631 5.30% 6,929 5.24% -702 -9.20%

西郷 3,618 2.51% 3,337 2.52% -281 -7.77%

郊外地計 35,183 24.43% 31,765 24.01% -3,418 -9.71%

藤島地域 11,968 8.31% 10,696 8.08% -1,272 -10.63%

羽黒地域 9,590 6.66% 8,681 6.56% -909 -9.48%

櫛引地域 8,377 5.82% 7,480 5.65% -897 -10.71%

朝日地域 5,531 3.84% 4,488 3.39% -1,043 -18.86%

温海地域 10,109 7.02% 8,050 6.08% -2,059 -20.37%

旧町村　計 45,575 31.65% 39,395 29.77% -6,180 -13.56%

全市　計 143,994 100.00% 132,313 100.00% -11,681 -8.11%

※住民基本台帳



６
日
、
鶴
岡
市
議
会
会

派
代
表
者
会
議
が
行
わ

れ
、
鶴
岡
市
茅
原
北
土
地

区
画
整
理
事
業
に
つ
い
て

説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

茅
原
地
区
の
県
立
こ
こ

ろ
の
医
療
セ
ン
タ
ー
に
隣

接
す
る
約

㌶
を
、
今
年

25

月
に
設
立
予
定
の
鶴
岡

10市
茅
原
北
土
地
区
画
整
理

組
合
が
事
業
主
体
と
な

り
、
平
成

年
度
ま
で
に

33

都
市
計
画
道
路
、
商
業
施

設
、
福
祉
施
設
、
住
宅
地

の
形
成
を
目
指
す
と
し
て

い
ま
す
。

計
画
人
口
は
福
祉
施
設

も
含
め
て
６
５
０
人
、
２

３
０
区
画
と
し
て
い
ま
す

が
、
計
画
地
区
の
西
側
に

７
・
１
㌶
の
民
間
宅
地
開

発
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

商
業
施
設
は
、
ス
ー
パ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
洋
服
店

な
ど
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
タ

ウ
ン
の
他
、
ド
ラ
ッ
グ
ス

ト
ア
、
家
電
量
販
店
、
ホ

ー
ム
セ
ン
タ
ー
で

・
12

24

㌶
と
な
っ
て
い
ま
す
。

総
事
業
費
は

億
６
９

34

０
０
万
円
、
市
の
助
成
金

は
１
億
１
４
５
０
万
円
、

造
成
工
事
は
平
成

～
28

31

年
度
に
な
り
ま
す
。

商
工
観
光
労
働
常
任
委

員
会
で
質
問

題
提
起
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

６
つ
の
常
任
委
員
会
は
、
そ
れ
ぞ
れ

委
員
が
７
～
８
人
、
年
４
回
の
定
例
会

ご
と
に
２
日
間
、
他
に
休
会
中
審
査
も

お
こ
な
わ
れ
ま
す
が
、
１
日
目
も
２
日

目
も
「
正
午
で
終
わ
る
習
わ
し
」
に
な

っ
て
い
る
の
が
納
得
し
難
い
と
こ
ろ
で

す
。し

か
し
、
商
工
労
働
観
光
に
関
わ
る

問
題
は
何
で
も
取
り
上
げ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
の
で
、
今
後
、
大
い
に
質
問
し

て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
県
議

関

徹
）

▽
７
日
（
火
）
、
商
工
労
働
観
光
常
任

委
員
会
で
初
質
問
を
お
こ
な
い
ま
し

た
。
テ
ー
マ
は
次
の
４
つ
で
す
。

①
商
店
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
の
創

設
。
②
中
小
企
業
の
経
営
な
ど
に
関
す

る
相
談
・
支
援
活
動
（
相
談
窓
口
）
の

現
状
と
評
価
。
③
発
達
障
が
い
者
の
就

労
支
援
。
④
鶴
岡
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
元

従
業
員
の
雇
用
と
問
題
の
総
括
。

①
③
は
、
委
員
会
で
は
初
め
て
取
り

上
げ
ら
れ
た
テ
ー
マ
の
よ
う
で
、
答
弁

は
「
研
究
し
ま
す
」
「
勉
強
し
ま
す
」

と
い
っ
た
も
の
で
し
た
が
、
ま
ず
は
問

土木課入札結果（ ）内は予定価格
7月2日入札分

・滝沢線防護柵設置工事（滝沢地内）
(有)金峰造園土木 1,650,000円（1,783,000円）工期～9/11（落札率92.5％）

下水道課入札結果（ ）内は予定価格
7月1日入札分

・市特定環境保全公共下水道事業 汚水5001～5065号管渠詳細設計
業務（小波渡地内）
(株)東邦設計コンサル 29,300,000円（30,525,000円）

期間～28/1/18（落札率96.0％）
・市公共下水道事業 汚水1096号ほか改良工事（湯野浜一丁目地内）
(株)佐藤工務 36,500,000円（37,079,000円）工期～12/11（落札率98.4％）

水道課入札結果（ ）内は予定価格
7月1日入札分

・山王町・泉町地内径200粍水道管路耐震化工事（山王町・泉町地内）
森建設工業(株) 14,780,000円（16,852,000円）工期～12/25（落札率87.7％）

6月24日落札決定保留分
・槙代地内径100粍送水管新設及び信号ケーブル布設工事（槙代地内）
青山工管(株) 30,200,000円（37,878,000円）工期～12/18（落札率79.7％）

（
１
面
の
つ
づ
き
）

温
海
地
域
は
人
口
減
少

の
み
な
ら
ず
、
世
帯
数
の

減
少
も
激
し
く
、
世
帯
数

が
微
増
し
て
い
る
他
地
域

と
は
異
な
っ
た
動
向
に
あ

り
ま
す
。

朝
日
は
人
口
減
少
に
歯

止
め
か
か
ら
ず

朝
日
地
域
で
は
昭
和
29

年
の
３
村
合
併
と
同
時
に

荒
沢
ダ
ム
や
八
久
和
ダ
ム

の
大
型
工
事
が
完
成
し
、

労
働
者
が
離
村
。
昭
和
51

年
に
過
疎
振
興
地
域
に
指

定
さ
れ
る
も
、
昭
和

年
54

の
出
羽
鉱
業
が
閉
山
し
、

過
疎
化
に
拍
車
を
か
け
ま

し
た
。

国
道
１
１
２
号
や
高
速

道
路
の
開
通
効
果
に
期
待

し
、
月
山
ワ
イ
ン
や
月
山

あ
さ
ひ
博
物
村
な
ど
の
活

性
化
に
取
り
組
む
も
の

の
、
人
口
減
少
に
歯
止
め

は
か
か
り
ま
せ
ん
で
し

た
。鶴

岡
市
に
合
併
後
は
、

以
前
の
「
転
出
」
が
「
転

居
」
と
な
り
、
居
住
地
を

離
れ
る
あ
る
種
の
「
後
ろ

め
た
さ
」
が
薄
ら
い
で
い

ま
す
。

今
後
の
委
員
会
で
は
調

査
課
題
の
絞
り
こ
み
を
お

こ
な
い
、
問
題
の
究
明
と

対
策
の
検
討
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

出
席
し
た
日
本
共
産
党

の
加
藤
鉱
一
議
員
は
、「
農

協
も
役
場
も
地
域
づ
く
り

を
引
っ
張
っ
て
き
た
職
員

が
合
併
で
急
減
し
、
予
算

も
権
限
も
人
材
も
本
所
に

集
中
し
た
こ
と
が
周
辺
部

の
人
口
減
少
に
拍
車
を
か

け
て
い
る
」
と
指
摘
し
、

合
併
問
題
を
含
め
た
検
討

を
求
め
ま
し
た
。

自
民
党
議
員
の
会
合
で

の
議
員
や
作
家
の
言
論
弾

圧
発
言
に
つ
い
て
、
山
形

新
聞
６
月

日
付
は
「
言

28

論
封
殺
の
暴
挙

許
す

な
」
と
の
緊
急
声
明
を
寒

河
江
浩
二
（
さ
が
え
・
ひ

ろ
じ
）
主
筆
・
社
長
名
で

発
表
し
ま
し
た
（
６
月
30

日
付
１
面
既
報)

。

１
面
に
掲
載
さ
れ
た
声

明
は
、
安
倍
政
権
に
批
判

的
な
新
聞
社
を
つ
ぶ
し
て

し
ま
え
な
ど
と
い
う
発
言

は
「
ま
る
で
戦
前
の
軍
部

の
よ
う
な
横
暴
な
意
見
」

で
あ
り
、
「
県
民
に
そ
の

是
非
を
問
い
た
い
」
と
訴

え
て
い
ま
す
。

同
紙
の
深
山
洋
編
集
局

長
は
本
紙
の
問
い
合
わ
せ

に
、｢

民
主
主
義
の
根
幹

を
な
す
言
論
の
自
由
、
報

道
の
自
由
を
揺
る
が
す
大

変
な
暴
挙
」
と
受
け
と
め

県
民
に
問
い
か
け
た
と
強

調
。｢
新
聞
倫
理
綱
領
は
、

公
正
な
言
論
の
た
め
新
聞

の
独
立
を
明
記
」
し
て
お

り
、
そ
れ
を
揺
る
が
す
こ

と
は
沖
縄
２
紙
だ
け
の
問

題
で
は
な
く
、
断
じ
て
許

し
て
は
な
ら
な
い
と
回
答

し
ま
し
た
。

ま
た
、
言
論
の
自
由
が

奪
わ
れ
た
社
会
が
い
か
に

悲
惨
か
を
「
日
本
は
先
の

戦
争
で
痛
感
さ
せ
ら
れ

た
」
と
述
べ
、
新
聞
は
そ

の
反
省
と
教
訓
を
今
に
生

か
す
べ
き
だ
と
し
て
い
ま

す
。今

後
も
「
い
か
な
る
勢

力
、
団
体
で
あ
ろ
う
と
も

言
論
の
自
由
、
報
道
の
自

由
を
脅
か
す
の
で
あ
れ

ば
、
今
回
同
様
に
対
抗
し

て
い
く｣

と
し
、
地
方
の

一
新
聞
社
で
あ
ろ
う
と
意

見
を
発
す
る
と
し
て
い
ま

す
。多

く
の
地
方
紙
が
今
回

の
言
論
抑
圧
発
言
を
批
判

し
ま
し
た
が
、
山
形
新
聞

の
社
長
声
明
は
、
言
論
機

関
と
し
て
譲
れ
な
い
民
主

主
義
の
見
識
と
矜
持
（
き

ょ
う
じ
）
を
示
し
た
も
の

で
す
。（
山
沢
猛
）

言
論
弾
圧
に
社
長
「
緊
急
声
明
」

で
抗
議
し
た
山
形
新
聞
の
見
識

（
「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」
７
月
２
日
付
）


